
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 ( 6. 1. 4)

　 足場は， 「 「 手すり 先行工法に関する ガ イ ド ラ イ ン について 」 」 （ 厚生労働省

　  濃度測定

( 1)

　 　 4. 　 製造所名は、 五十音順と し 「 株式会社」 等の記載は省略する 。 ま た （ 　 ） 内は製品名を 示す。

Ⅱ　 特記仕様

　 　 1. 項目は、 番号に　 　 印の付いた も の を 適用する 。 　 　

　 　 2. 特記事項は、 ・ 印の付いた も の を 適用する 。

　 　 　 ・ 印の付か な い場合は、 ※印の 付い た も のを 適用する 。

　 　 　 ・ 印と ※印の 付い た 場合は、 共に適用する 。

 　 登録

１  工事実績情報の
１

　

一

 
般

 
共

 
通

 
事

 
項

章 　 　 　 項　 　 目 　 　 　 　 　 特　 　 記　 　 事　 　 項

５  電気保安技術者

２  概成工期

　 ・ 地区の 区分に応じ た 風速（ Ｖ o（ m／sec） ） 　 ・  ３ ０ 　 ・  ３ ２

　 ・ 地表面粗度区分　 　 ・  Ⅰ　 ・  Ⅱ　 ・  Ⅲ　 ・  Ⅳ

　 ・ 多雪地域の 指定　 　 積雪区分　 建告示第１ ４ ５ ５ 号　 別表（ 　 　 ）

４  監理技術者の 要件 ※次に 掲げる 基準を 全て 満た す監理技術者を 専任で 配置で き る こ と 。

　 １ 　 建築工事の施工に 関し 、 １ ０ 年以上の 実務経験を 有する こ と 。

　 ２ 　 建築工事に係る 監理技術者証を 有する も の で あ る こ と 。

鉄筋工事　 　 　 　 　 　 ・ 鉄筋施工( 鉄筋組立て 作業)

コ ン ク リ ート 工事　 　 ・ 型枠施工

鉄骨工事　 　 　 　 　 　 ・ と び

　  適用工事種別　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 技 能 検 定 の  職 種

７  特別な 材料の 工法

６  発生材の 処理等

１  監督員事務所等

・ 仮設事務所の 中に 監督員用空間を 　 　 ㎡程度確保する 。
２

　

仮

 
設

 
工

 
事 　 ・ 雨具　 　 　 着　 　 　 ・ 長靴　 　 　 足　 　 　 ・ 安全帯　 　 組

２  監督員用備品等

構内既存の 施設　 　 ※利用で き な い 　 　 　 ・ 利用で き る （ ※有償　 　 ・ 無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の 位置はあ ら か じ め 監督員の 承諾を 受け る 。

構内既存の 施設　 　 ※利用で き な い 　 　 　 ・ 利用で き る （ ※有償　 　 ・ 無償）

４  工 事 用 電 力

３  工　 事　 用　 水

５  仮 設 建 物 等

６  外 部 足 場 
２

　

仮

 
設

 
工

 
事

１  埋戻し 及び盛土 ・ Ａ 種　 ※Ｂ 種　 ・ Ｃ 種　 ・ Ｄ 種　 ・ 建設汚泥か ら 再生し た 　 　 ( 3. 2. 3) ( 表3. 2. 1)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 処理土
３

　

土

 
工

 
事

３  品質計画等

15 工事施工状況写真

12 施工図等の取扱

13 工事完成写真

14 特別完成写真

16 設備工事と の

 　 取合い

※提出部数　 　 部

※工事施工状況写真の撮影は、 工事に係る 材料、 施工及び品質管理の状況が 確

工事完了後整理のう え 監督員に 提出する 。 　 ※提出部数　 　 　 部

と する 。

施工図等の 著作権に 係わ る 当該建築物に 限る 使用権は、 発注者に委譲する も の

11 完成図等

10 化学物質の

　 ・ 案内図及び配置図　 ・ 平面図　 ・ 立面図　 ・ 断面図  　 　      ( 1. 7. 1～1. 7. 3)

・ 要(                   ) 　 　 　 ・ 不要 　  　 　 　   　 　          　 　  　 ( 1. 3. 3)

建築基準法に基づき 指定する 条件                                      ( 1. 2. 2)

※無し 　 　 ・ 有( 工期　 平成　 　 年　 　 月　 　 日)                         ( 1. 2. 1)

・ 監督員事務所　 ・ 10　 ・ 20　 ・ 35　 ・ 65　 ・ 　 　 ㎡程度を 設け る 。       ( 2. 3. 1)

監督員用備品と し て 、 下記のも のを 工事期間中常備する 。 　 　 　           ( 2. 3. 1)

８  技　 能　 士 　 　 　                                                               ( 1. 5. 2)

Ⅰ　 共通仕様

　 ・ 仕上表　 　 　

　 　  ・ 建物の 保全に関する 説明書( 取扱説明書を 含む｡) 　 　

　 ・ 室内空気汚染に 関する 台帳整備

　 ・ 室内空気測定調査報告書

　 ・ そ の他監督員が 指定し た 図面

図示に よ る 。

　 ・ 保護帽　 　 ケ （ 新潟市章及び新潟市を 記入）

　 認で き る よ う に行う も のと し 、 「 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 工事

　 写真の撮り 方 改訂第３ 版 建築編」 を 参考に、 撮影計画書を 作成し て 、 監督

　 員に 提出する 。

基発第0424001号 平成21年4月24日） の 「 手すり 先行工法等に関する ガ イ ド ラ イ ン 」

によ り ， 「 働き やすい 安心感の あ る 足場に関する 基準」 に 適合する 手すり ， 中さ ん

及び幅木の機能を 有する 足場と し ， 足場の組立て ， 解体又は変更の 作業は， 「 手す

り 先行工法に よ る 足場の組立て 等に 関する 基準」 の２ の（ ２ ） 手すり 据置方式又は

（ ３ ） 手すり 先行専用足場方式によ り 行う こ と 。

　  処理

２  建設発生土の

・ 処分地未特定の た め 、 場内仮置き と し 契約後変更と する

 ・

位置は図示

２  既製ｺﾝｸﾘ ﾄー杭地業

 ・ 外殻鋼管付き コ ン ク リ ート く い （ Ｓ Ｃ 杭）

 ・ 遠心力高強度プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート く い（ Ｐ Ｈ Ｃ 杭）

種類　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 4. 3. 1) ( 4. 3. 2)

１  試験
４

 
地

 
業

 
工

 
事

　 試験位置　 ※図示　 　 載荷荷重　 　 　 N/mm

　 試験位置　 ※図示　 　 載荷荷重　 　 　 N/mm

　 位置、 本数及び寸法　 　 ※図示　 ・ 監督員の 指示によ る

４  砂利地業

５  床下防湿層

・ 　 　

※１ ０ 　 　 ・  

外装ﾀｲﾙ後張り 面の躯体表面の 処理                    ( 6. 9. 3) ( 11. 3. 3) ( 15. 2. 4)

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「 建築鉄骨設計基準」 に よ る 。

※国土交通省大臣官房官庁営繕部「 建築鉄骨設計基準」 に よ る 。

・ 図示

・ マ ク ロ 試験

・ 放射線試験

・ 超音波探傷試験　

・ 図示

※標仕7. 6. 11( b) に よ る

８  溶接部の 試験

※ﾄﾙｼｱ形高力ﾎﾞ ﾙﾄ ・ Ｊ Ｉ Ｓ 形高力ﾎﾞ ﾙﾄ ・ 溶融亜鉛めっ き 高力ﾎﾞ ﾙﾄ    　  ( 7. 2. 2)４  高力ボ ルト

５  工作図 高力ボ ルト 及び普通ボ ルト の 縁端距離､ボ ルト 間隔､ゲ ージ 等     　 　 　 　 ( 7. 3. 2)

・ 建方用ｱﾝｶ ﾎーﾞ ﾙﾄ( ・ Ａ 種　 　 ※Ｂ 種　 　 ・ Ｃ 種)                     ( 表7. 10. 1)

※構造用ｱﾝｶ ﾎーﾞ ﾙﾄ( 形状、 寸法は図示に よ る 。 ) 　      　 　 　 　 　        ( 7. 10. 3)

　  保持及び埋込み工法

※Ａ 種　 　 ・ Ｂ 種　 　                                             ( 表7. 10. 2)

13 錆止め塗料塗り

12 柱底均し モ ルタ ル

※Ａ 種　 　 ・ Ｂ 種　 　 　 　 　  　 　                              　 　 ( 表18. 3. 1)

11 ア ン カ ーボ ルト の

・ 耐火材巻付け

・ 乾式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

・ 半乾式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

10 耐火被覆

・ 空洞ﾌﾞ ﾛｯｸ16-W

※空洞ﾌﾞ ﾛｯｸ16

１  建築用コ ン ク リ ート

　  ブ ロ ッ ク

２  鉄筋の加工及び ※図示　 　 　 　 ・ 監督員の指示に よ る 　      　 　 　 　 　        　 　 　 　  ( 8. 2. 5)

　  組立

　 　 1. 本共通仕様及び特記仕様に記載さ れて な い 事項は、 「 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　 公共

　 　 2. 標仕に 用い ら れて い る 用語を 次の と おり 読み替え る 。

　 　 　 ( 2) 「 監督職員」 を 「 監督員」 に読み替え る 。

　 　 　 ( 3) 「 特記仕様書」 を 「 特記仕様」 に読み替え る 。

　 　 3. 次の各号に 該当する 標仕の項目に つい て 、 標仕の規定を 別表に置き 換え て 適用する 。

　 　 　 ( 3) 　  〃　 1. 4. 4材料の検査等の( a)

　 　 　 ( 4) 　  〃　 1. 6. 1工事検査の( b) 及び( d)

　 　 4. 次に掲げる 標仕の規定は、 適用し な い 。

　 　 　 〃    1. 6. 2　 技術検査　

　 　 別　 表（ 建築工事）

号        項   目

１ 章　 一般共通事項

 1. 1. 2　 用語の 定義

　 　 　 　        　 置 き  換 え  後 の  標 仕 の  規 定

仕　 様　 書

　 　 　 ( 1) 「 契約書」 を 「 新潟市契約規則によ る 帳票規定( 昭和41年4月1日訓令第９ 号) 別記様式第６ 号の ２

※図示に よ る 　 　 　 ・ 監督員の指示に よ る 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 6. 7)

６  開先形状

７  ス カ ラ ッ プ

※J I S規格によ る

※J I S規格によ る

　 認定を 受け た 工場又は同等以上の能力の あ る 工場

　 製作工場の性能評価基準」 に定める 「 　 　 グ レ ード 」 と し て 国土交通大臣か ら

　 て 認可を 受け た ㈱日本鉄骨評価セ ン タ ー又は（ 社） 全国鐵構工業協会の「 鉄骨

・ 建築基準法第７ ７ 条の ４ ５ 第１ 項に 基づき 国土交通大臣か ら 性能評価機関と し

・ 監督員の 承諾する 製作工場　 　 　    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 1. 3)

鋼材の 材質　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　    ( 7. 2. 1) ( 表7. 2. 1)

※適用する 　 　 ・ 適用し な い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 1. 3) ( 7. 1. 4)

３  鋼 材

２  施工管理技術者

１  鉄骨の製作工場
７

 
鉄

 
骨

 
工

 
事

・ 耐火材

　 吹付け

・ 湿式吹付け ﾛｯｸｳ ﾙー

・

・ 耐火板張り

・ ﾗｽ張り ﾓﾙﾀﾙ塗り 　 　

９  デッ キ プ レ ート

　  の溶接

・ 焼抜き 栓溶接　 ・ ア ーク ス ポ ッ ト 溶接　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 7. 8)

・ 隅肉溶接　 　 　 ・ 　

                                          ( 8. 4. 2～8. 4. 5) ( 表8. 4. 2) ( 表8. 4. 3)

・ 外壁パネ ル

・ 間仕切パネ ル

・ 床パネ ル

※平パネ ル

・ 屋根パネ ル

※平パネ ル

・ 意匠パネ ル

・ 980

・ 2350 ・ 3530

・ 1180 ・ 1960 ・ 100

・ 120

・

・ 80 ・ 100

・

・ 100

・ 100 ・ 150 耐火性能・ 有り ( ・ 1時間・ 2時間)

※標仕8. 4. 5に よ る

・ B種　 ・ C種　 ・ D種　 ・ E種

・ A種　 ・ B種　 ・ C種 

３  Ａ Ｌ Ｃ パネル

６

 
コ

 
ン

 
ク

 
リ

 ー

 
ト

 
工

 
事

施工法                                           　 　  　 　  （ 4. 3. 3～4. 3. 5)

 ・ 特定埋込み杭工法( 建築基準法に 基づく 埋込杭工法と し 、 杭材料は指定又は

　                   認定条件に適合する も の)

 先端部形状    ※開放形         ・ 閉そ く 平た ん 形             　 　 　 ( 4. 3. 2)

 ・ 打込み工法

 杭頭の 処理    ※切断し な い      ・                                  ( 4. 3. 7)

 杭の継手　 　 　 ※ア ーク 溶接（ 　 　 　 　 ） 　 ・ 無溶接継手　 　  　  　 　 　 ( 4. 3. 6)

コ ン ク リ ート の種別及び設計基準強度 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　  ( 4. 5. 3) ( 表4. 5. 1)

　  コ ン ク リ ート 杭地業　 （       ） 種か つ（      ） Ｎ /㎜  以上   

セ メ ン ト の種類　 ※高炉セ メ ン ト Ｂ 種    ・                            ( 4. 5. 3)

掘削工法　 　 ・ ア ース ド リ ル工法( ※安定液使用　 ・ 無水掘削) 　 　 　    　 ( 4. 5. 4)

・ リ バース 工法

・ オ ールケ ーシ ン グ 工法( 孔内の水張　 ※行う 　 ・ 行わ な い ) 　

・ 場所打ち 鋼管コ ン ク リ ート 杭工法        　              ( 4. 5. 5)

３  場所打ち

　 　 　 　 　 ・ 図示によ る

５

　

鉄

 
筋

 
工

 
事

１  鉄筋の種別

・ Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

・ Ｓ Ｄ ３ ４ ５ 異形鉄筋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 5. 2. 1) ( 表5. 2. 1)

異形鉄筋

２  鉄筋の継手

３  鉄筋の最少かぶり

　  厚さ ・ 耐久性上不利な 箇所の鉄筋の 最小か ぶり 厚さ は下表によ る

 柱、 梁、 壁及び庇な ど の 外気に接する 打放し 面

最小か ぶり 厚さ は目地底か ら 算定する  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ( 5. 3. 5)

４  帯　 　 筋

５  最上階柱頭補強

耐震壁　 　 ※図示

６  壁開口部の補強

　  形式 ・ 既製品( 建築基準法によ る 指定又は認定を 受け た も の )

７  梁貫通孔の補強

   試験

８  圧接完了後の抜取

６

　

コ

 
ン

 
ク

 
リ

 ー

 
ト

 
工

 
事

　  設計基準強度

１  普通ｺﾝｸﾘ ﾄーの  　

※構造体ｺﾝｸﾘ ﾄー： 発注強度=設計基準強度( Ｆ ｃ ) +構造体強度補正値( Ｓ )

６  無筋コ ン ク リ ート ※下記のコ ン ク リ ート は無筋コ ン ク リ ート と し て 扱う 。

５  混和材料の種別

７  型枠 外部に 面する コ ン ク リ ート 打放し 仕上げ（ 仕上塗材、 塗装等の 仕上げを 行う 場合を

 厚さ は合板の 厚さ と する 。                                          ( 表6. 2. 3)

　  の処理

　  打放し 仕上げ

 ＭＣ Ｒ 工法又は15. 2. 4. ( C) に よ る 目荒ら し 工法と する 。 な お、 目荒ら し 工法の

 場合は、 モ ルタ ルの 接着に適し た 粗面に仕上げる 工法を 、 1. 2. 2｢施工計画」 に

 に よ る 品質計画で 定める 。 ま た 、 粗面の状態は、 監督員の承諾を 受け る 。

 適用範囲は１ １ 章タ イ ル工事 ３ コ ン ク リ ート 素地面の処理に よ る 。

 ・ Ａ 種

 ・ Ｂ 種

 ・ Ｃ 種

・ 面う ち 　 ・  面と 同一

・ 面う ち 　 ・  面と 同一

８  ｺﾝｸﾘ ﾄー躯体表面

９  コ ン ク リ ート

10 寒中コ ン ク リ ート  ・ 適用する 　 ※適用し な い                                           ( 6. 12. 1)

2

2

2

　 　 　 ( 1) 　 1章　 1. 1. 2用語の定義の ( 1) 及び( 21)

　 　 ③部分引渡し の 指定部分に係る 工事の 完成( 約款第39条)

　 　 ①工事の完成( 約款第32条)

　 　 ④契約の解除時におけ る 出来形部分( 約款第48条)

　 　 ⑤そ の 他　 新潟市請負工事検査要綱第5条に 定め る 検査

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 新潟市請負工事検査要綱第5条）

( 2) ( a )  工事に 使用する 材料は「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業1. 4. 2　 材料の品質等

　 ( 1) 建築基準法そ の 他の 認定品で 、 マ ーク 等の 確認がで き る 材料

　 ( 3) 特記に よ り 指定さ れた 材料又は製造者の製品

1. 4. 4　 材料の検査等( 3) ( a )  現場に 搬入し た 材料は、 種別ご と に監督員の 検査を 受け る 。

　 　 た だし 、 次の( 1) 若し く は( 2) に該当する 場合ま た はあ ら か じ め

　 　 監督員の承諾を 受け た 場合は、 こ の限り で な い。

　 ( 1) 工事完成検査時ま た は工事写真で 、 Ｊ Ｉ Ｓ 若し く は Ｊ Ａ Ｓ の

　 　  マ ーク を 確認で き る 場合

1. 6. 1　 工事検査( 4)

　 ・ 写真の 電子データ 提出

写真専門業者の 撮影し た 外観カ ラ ー写真　 　 　 部提出する 。

大き さ 　 ※キ ャ ビ ネ 　 ・ 半紙　 ・ 写真の 電子データ の 提出

※枠組足場　 　 ・ そ の 他（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

塩化物ｲｵﾝ

0. 75%以下

0. 035%以下

３  セ メ ン ト の種類 ※普通ポ ルト ラ ン ド セ メ ン ト 又は混合セ メ ン ト の Ａ 種  ( 6. 3. 2) ( 6. 13. 2) ( 表6. 3. 1)

・ 高炉セ メ ン ト Ｂ 種（                              ）

水和熱

全ア ルカ リ

28ｄ

7ｄ 測定値を 報告する 。

測定値を 報告する 。

２  ﾚﾃﾞ ｨ ﾐーｸｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー 　

　  の種別 ※Ⅰ類に つい て は、 「 全国生ｺﾝｸﾘ ﾄー品質管理監査会議」 が 策定し た 「 全国統一品質

( d)  新潟市請負工事検査要綱第5条に定める 検査を 受け る も の と する 。

　 　 部分等の算出方法に つい て 監督員の指示を 受け る も の と する 。

( 1)  「 監督員」 と は、 約款第10条の規定に よ り 請負者に通知さ れた 者

　 　 を いう 。

( 21)  ｢工事検査」 と は、 約款に規定する 次の各事項の 確認を する た め

　 　 に 発注者又は検査職員が 行う 検査を い い、 工事の 施工体制、 施工

　 　 状況、 出来形、 品質及び出来ばえ の検査を 含む。

　 　 ②部分払の 請求に係る 出来形部分又は部分払指定工事材料等

　 　 　 ( 約款第38条)

    建築材料等評価名簿（ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修） 契約

    時の最新版」 の 名簿に記載さ れて いる 品目に つい て は、 当該名簿

    に 記載さ れて い る 材料又は製造所の製品と する ほ か 、 設計図書に

    定める 品質及び性能を 有する 新品と する 。 た だし 、 仮設に 使用す

    る 材料は、 新品で な く て も よ い。

( b)  使用する 材料が 、 設計図書に 定め る 品質及び性能を 有する こ と の

    た だし 、 Ｊ Ｉ Ｓ 又は Ｊ Ａ Ｓ の マ ーク 表示の あ る 材料を 使用する

    場合及びあ ら か じ め 監督員の 承諾を 受け た 場合( 次の ( 1) か ら ( 3)

　   証明と な る 資料を 監督員に提出する 。

    の いずれか に該当する 材料を 使用する 場合は、 あ ら か じ め 監督員

  　 の 承諾を 受け た と みな すこ と がで き る 。 ） は、 資料の 提出を 省略

  　 する こ と が で き る 。

　 ( 2) 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業　 建築材料等評価名簿に

　 　  記載さ れて いる 材料又は製造所の 製品（ 特記で 標仕の規定に 基づ

　 　  く 品質及び性能以外を 規定し た 場合を 除く ｡)

　 　  時ま た は工事写真で 品質、 性能を 証明する マ ーク 等を 確認で き

　 ( 2) 建築基準法そ の 他の 認定品と 指定さ れた 材料で 、 工事完成検査

　 　  る 場合

( b)  約款に 規定する 部分払を 請求する 場合は、 当該請求に 係る 出来形

　 ※Ｃ Ａ Ｄ データ 　 ・ 原図　 ・ 陽画複写図　 　 　 部

※Ｈ 形( □は除く ) 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 参考2. 2)

※行う 　 　 　 ・ 行わな い　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 参考2. 1)

　 管理監査基準」 に基づく 品質確保の確認結果等を 参考に し 、 J I S A 5308( ﾚﾃﾞ ｨｰ

　 ﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘ ﾄー) に 適合する も の を 用いる も の と する 。

普通ﾎﾟ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ の品質は、 J I S R 5210に示さ れた 規定の 他、 次の 規定の全て に 適合  

　 する も のと する 。 た だし 、 無筋ｺﾝｸﾘ ﾄーに用いる 場合を 除く 。

算出は、 JI S R 5210ﾎ゚ ﾙﾄﾗﾝﾄﾞ ｾﾒﾝﾄ( 低ｱﾙｶﾘ形によ る 。 )

・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 7. 6. 4)

３ -2 単位水量の 確認

４  骨材の品質 ア ルカ リ シ リ カ 反応性に よ る 区分　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     ( 6. 3. 3) ( 6. 5. 4)

・ A

・ B（ ※コ ン ク リ ート 中の ア ルカ リ 総量Rt =3. 0kg/m 以下)3

※混和剤　 　 ・ 混和材　    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ( 6. 3. 5) ( 6. 4. 8)

※打ち 込み当初 　 ・ 打ち 込み中150m3に１ 回　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 6. 5. 1) ( 6. 4. 4)

　Ａ Ｏ Ｑ Ｌ 　 　 ※４ . ０ ％　 　 　 ・ ２ . ５ ％　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　  ( 7. 6. 11)

　

　 　 3. 特記事項に記載の ( 　 . 　 . 　 ) 内の表示番号は、 標仕の当該項目、 当該図ま た は当該表を 示す。

施工箇所　 ※建物内の 土間ｽﾗﾌﾞ 及び土間ｺﾝｸﾘ ﾄー下（ ﾋﾟ ｯﾄ下を 除く )         ( 4. 6. 5)

　 　 　 ( 2)  　 〃　 1. 4. 2材料の品質等の( a) 及び( b)

別添の特記仕様書によ る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ( 1. 1. 4)

産業廃棄物処理計画書を 作成， 提出し 監督員の承諾を 受け る 。 　 　 　 　 　 　 ( 1. 3. 8)

                                                            ( 7. 9. 2～7. 9. 7)

※Ｈ 形　 　 ・ ＭＨ 形　 　 ・ Ｍ形  　      　 　    　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 参考7. 1)

一般壁　 　 ※Ａ 形　 　 ・ Ｂ 形　 　 ・ 図示　 　 　 　   　  　 　 　 　 　 　 　 　 ( 参考4. 4)

※超音波探傷試験     ・ 引張試験    　 　 　 　                         ( 5. 4. 9)

※Ⅰ類　 　 　 　 ・ Ⅱ類　 　 　   　 　 　 　 　 　 　 　               ( 6. 1. 5) ( 表6. 1. 1)

検査水準　 　 ※第６ 水準　 　  ・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　  ( 7. 6. 11) ( 表7. 6. 2)

・ 建物内土間コ ン ク リ ート 、 ポ ーチ、 犬走り 、 機械架台　 　 　 ・ 　

含む。 ） の 打増し 厚さ 　 　 ※20mm　 　 　 ・ 図示　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 6. 9. 2)

 コ ン ク リ ート の 増打ち 厚さ      ※20mm　      ・ 　

※12ｍ ｍ 　 ・ 15ｍ ｍ

※12ｍ ｍ 　 ・ 15ｍ ｍ

・ 12ｍ ｍ

呼び名19mm以上の 柱、 梁の 主筋　 　 ※ガ ス 圧接　 　 ・ 重ね継手　  　 　 　 　 ( 5. 3. 4)

継手位置　 　 ※各部配筋参考図によ る 　 　 ・ 図示

※再生ク ラ ッ シ ャ ラ ン 　 　 ・ 切込み砂利及び切込み砕石                 ( 4. 6. 2)  

孔壁測定    ・ 行う 　 　 　 ・ 行わな い                          ( 4. 5. 4～4. 5. 5)

・ 拡底杭工法 （ ※安定液使用　 　 ・                ）  

 水平方向の 位置ずれ精度　 　 ・ 100mm以下　 ・ 　 　 mm以下

 ・ セ メ ン ト ミ ルク 工法　 　 支持地盤への掘削深さ 　 　 ・ 1. 5ｍ 程度　 ・ 　

 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 支持地盤への根入れ深さ 　 ・ １ ｍ 以上　  ・ 　

         の 工事請負契約約款、 及びそ の他の関連要綱」 （ 以下「 約款等」 と いう 。 ) に読み替え る 。

杭径（ mm） 杭長(m)及び種別 継手箇所数 長期設計支持力(kN/本) セッ ト 数等

試験杭

本　 杭

種類の 記号 呼　 び　 径　 ( mm) 備　 　 考

施 工 箇 所 表5. 3. 6の 値に 加え る 寸法( mm)

設計基準強度 Fc(N/㎜ )2 施　 工　 箇　 所 スランプ

種　 別 コ ーン 穴の仕上げ面 厚さ 施 工 箇 所

種類の 記号 使 用 箇 所 規格等

試験の 種別 試験箇所 試験方法

種　 別 所要性能及び適用構造区分

補強ｺﾝｸﾘ ﾄーﾌﾞ ﾛｯｸ造　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ( 8. 2. 2)

断面形状及び圧縮強さ に よ る 区分 厚さ ( mm) 適 用 箇 所

種 類 単位荷重( N/㎡) 厚さ ( mm) 取付け 工法種別等

　 　 　 な お、 ( 参考　 . 　 . 　 ) は標仕の 各部配筋参考図を 表す。

　 　 　 1章   1. 1. 2　 用語の 定義の( 22) 　

２ ４ 追加特記　 １ 室内空気有機化学物質低減対策によ る 。 　 　 　 　  　 　 　 ( 1. 5. 9)

　 た だし 、 あ ら か じ め 監督員の 承諾を 受け た 場合は、 撮影計画書の作成を 省略で き る

※下記の も の を 作成し 提出する 。 な お、 作成方法・ 部数等は、 監督員の 指示によ る 。
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年月日

図名

縮　 尺 図面番号

工事名

特記仕様書（ １ ）新潟市建築設計協同組合 担当設計事務所　(有)石動建築設計事務所

一級建築士　第135215号　近藤　勇二

新潟市建築部公共建築第１課
A-2
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 ・ プ レ ス ト レ ス ト 鉄筋コ ン ク リ ート く い（ Ｃ Ｐ Ｒ Ｃ 杭）

管理建築士一級建築士第114666号　番場　義晴

※構外搬出適切処理( 指定場所： 　 　 　 　 　 )

新 津 第 一 中 学 校 武 道 場 改 築 工 事 設 計 図

新津第一中学校武道場改築工事
2014 . 0 3

防水工事　 　 　 　 　 　 ・ ア ス フ ァ ルト 防水工事作業　 ・ 塗膜防水工事作業

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ 合成ｺﾞ ﾑ系ｼー ﾄ防水工事作業　 ・ シ ーリ ン グ 防水工事作業

石工事　 　 　 　 　 　 　 ・ 石材施工（ 石張り 施工）

タ イ ル工事　 　 　 　 　 ・ タ イ ル張り

木工事　 　 　 　 　 　 　 ・ 建築大工

屋根及びと い工事　 　 ・ 建築板金（ 内外装板金作業） 　 ・ ス レ ート 施工

金属工事　 　 　 　 　 　 ・ 内装仕上げ施工（ 鋼製下地工事作業）

左官工事　 　 　 　 　 　 ・ 左官

カ ーテ ン ウ ｫｰル工事　 ・ カ ーテ ン ウ ｫｰル施工( Ｐ Ｃ ) 　 ・ サ ッ シ 施工　 ・ ガ ラ ス 施工

塗装工事　 　 　 　 　 　 ・ 塗装（ 建築塗装作業）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ボ ード 仕上げ工事作業　 　 ・ 表装（ 壁装作業） 　 　  

植栽工事　 　 　 　 　 　 ・ 造園

建具工事　 　 　 　 　 　 ・ サッ シ 施工　 　 ・ ガ ラ ス 施工　 　 ・ フ ィ ルム 施工

内装工事　 　 　 　 　 　 ・ ﾌﾟ ﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　 　 ※畳製作作業　  

ﾌﾞ ﾛｯｸ･ALCﾊﾟ ﾈﾙ

押 出 設 計 ｾﾒﾝﾄ板 工 事 ・ 押出成型セ メ ン ト 板施工

 ・ ブ ロ ッ ク 建築　 　 ・ Ａ Ｌ Ｃ パネ ル施工

９  見本施工 ※実施し な い　 　 ・ 実施する ( 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )                 ( 1. 5. 5)

　 　 　 建築工事標準仕様書（ 建築工事編） 平成25年版」 （ 以下「 標仕」 と い う 。 ） によ る 。

ひび割れ誘発目地　 　 　 　 ※図示　 　 　 ・ 監督員の指示に よ る

・ 試験杭              　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ( 4. 2. 1～4. 2. 4)

・ 杭の 載荷試験　 ・ 鉛直載荷試験　 ・ 水平載荷試験

・ 地盤の載荷試験　  ※平板載荷試験　    ・ 　

・ 構内指示の 場所（ ・ 敷き 均し 　 ・ 構内指示の 場所　 　 ( 3. 2. 5)

3

5

5 5 5

3

3

1
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構造図参照

異形鉄筋

異形鉄筋

Ｄ １ ９ ・ Ｄ ２ ２ ・ Ｄ ２ ５

Ｄ １ ０ ・ Ｄ １ ３ ・ Ｄ １ ６

・ ２ ４

※２ ７

・ １ ８

・ ２ １

・ １ ５

・ １ ８・

構造図参照

内部仕上表参照

突合せ溶接部

く さ び緊結式足場

・

・ １ ８

・ 捨て コ ン

Ｒ

基礎躯体 ・ １ ５

・ 上記以外の躯体


